
様式１

基準

維持管理業務の実施状況
仕様書等に基づき施設の適切な
維持管理業務が行われている
か。

自主事業等の実施状況
事業計画書等に基づいた施設の
設置目的に沿った事業が実施さ
れているか。

人員配置等の業務体制

仕様書等で定めた人員配置がな
されているか。また、労働環境
が関係法令等を遵守した適正な
ものとなっているか。

職員研修の実施状況
事業計画書等に従い職員研修が
実施されているか。

個人情報保護の措置状況
協定書の個人情報保護規定に基
づき、個人情報が適正に管理さ
れているか。

緊急時対応への取組状況
緊急時の連絡体制があり、かつ
訓練等が実施されているか。

施設利用の許可状況
利用者の公平な選考を確保して
いるか。

平成30年度 令和元年度 令和2年度 比較(R2-R1)

開館日数 308日 309日 271日 ▲38日

八町地域福祉センター 27,614人 26,665人 16,334人 ▲ 10,331人

大清水地域福祉センター 60,304人 55,919人 25,327人 ▲ 30,592人

牟呂地域福祉センター 49,826人 45,458人 23,286人 ▲ 22,172人

サービス向上等への取組状況
施設ＰＲやサービス向上の取組
みは実施されているか。

令和２年度指定管理者業務モニタリング評価表

施 設 名

指 定 管 理 者

地域福祉センター（八町・大清水・牟呂）

社会福祉法人豊橋市社会福祉協議会

　令和元年度指定管理料（決算）

項　目

前年度と比較した利用者数等に
ついてはどうなっているか。
（利用状況を数値化して令和
元・2年度を比較）
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４６，０７３千円

　令和２年度指定管理料（決算見込） ４５，５２２千円

所 在 地
豊橋市八町通五丁目9番地、豊橋市大清水町字大清水546番地、
豊橋市牟呂町字内田22番地の2

指 定 期 間 平成31年4月1日～令和6年3月31日

担 当 課 福祉部福祉政策課（0532-51-2355）

評価

事業計画書に基づき、各施設において「脳の健康教室」等の介護予防事業や高齢者セミ
ナーを実施するなど、福祉ニーズにあわせた効果的な事業が行われている。

仕様書に基づき適切に行われている。

利用者数

仕様書で定めた適切な人員配置がなされている。労働環境は関係法令等が遵守され適
正なものとなっている。管理業務に関する指揮命令系統も適切である。

普通救命講習等、建物管理職員への研修を実施している。

個人情報保護規定を策定し、職員に対し個人情報保護に関する教育を実施するなど、個
人情報の適切な取り扱いを行っている。

適切な緊急時の連絡体制を整えている。また、防災訓練を年２回実施し利用者の救命や
安全確保に備えている。

諸規定に基づき適正に実施されている。
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【要因分析】
各センターで新型コロナウイルスの影響により利用者数が減少した。特に、4～5月の緊
急事態宣言下での施設閉館、第2波、第3波の影響を受けた8,9,1,2月の利用者数の減少
が顕著であった。施設の利用制限以外で、イベントやサークル活動を自主的に中止した
り、高齢者や児童への感染を警戒した自粛意識から貸室・非貸室ともに利用回数及び人
数減少傾向が各センターで見られた。

「社協だより」（年3回、全世帯配布）等を活用し、施設の広報を行っている。また、施設内
に利用者の意見を受け付ける「ボックス」を設置し利用者ニーズの把握に努めている。



様式１

利用者満足度調査結果

利用者への満足度調査（アン
ケート）等を実施し、業務改善
を実施しているか。（指定管理
者が自ら行ったアンケート結果
に基づく）

苦情・トラブルへの対応
利用者の苦情等への対応は適切
であったか。

経費等の執行管理状況
資金の適正な管理と経理内容の
明確化が実施されているか。

収支状況が収支計画書と乖離し
ていなかったか。

指定管理料 指定管理事業費 44,962千円

利用料金収入

自主事業収入

その他収入

収支差額 560千円

令和2年度の指定管理業務については、事業計画書、協定書、仕様書等に基づき各地域福祉セン
ターとも適正に管理されている。新型コロナウイルスの影響により利用者数は各センターで減少し
たが、きめ細やかな感染拡大防止策に努めた結果、利用者アンケートにおいて、「いつも館内をき
れいに除菌しており、安心して利用できる」など、利用者満足度が高い評価となっている。また、利
用者の困りごとに合わせて社会福祉事業の専門性やネットワークを活かし、社会福祉協議会が独
自で実施している福祉サービスへと繋げるのは、指定管理業務のメリットであると評価している。施
設の老朽化に関しては、施設重要度や高齢者や障害者の事情を考慮し、必要であれば市と協議を
行いながら迅速な対応がなされており、今後も継続していくことが望まれる。

令和2年度指定管理業務において、基本協定書に基づき、適正な管理運営に取り組みました。光
熱水費については、各センターで新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響による緊急事態宣言
発令に伴い閉館を実施したため、電気料金や水道料金に若干の減少が見られました。ただし、年
間を通して換気を優先させたため、冬期には例年に比べてガス料金の増加が見られました。また、
修繕に関しては、各センターともに開設より年月が経過して、建物や設備等に故障が発生すること
が増加しておりますので、利用者の方が安全、快適に利用できるように、迅速で適切な修繕に取り
組んでいきます。利用者数においては、今年度も、従来より実施している『脳の健康教室』など、地
域の高齢者の福祉ニーズに応じた事業を実施するなど、利用者の増加を図りましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大防止策として、施設の閉館や人数制限等の利用制限を行ったため、令
和元年度と比較して利用者は大幅に減少しました。

総合評価

指定管理者の自己評価
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意見箱等
意見箱等に寄せられた具体的な
意見

（大清水）研修室・会議室の仕切り扉は、便利
だけど扱いにくい。

高齢者の方には重くて動かしにくいの
で、次の利用がそのままでよい時は開閉
しなくてよいと伝えています。

（牟呂）マッサージ機が古いので、新しいもの
にしてほしい。

内容 対応

事例に応じて市と連絡・調整を行いながら迅速かつ適切に対応している。
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修理が必要な部分については、早急に
修理を実施しております。機器の更新に
つきましても、必要に応じて実施してまい
ります。

経費等の収支状況

収入の部 支出の部

収支計算書

概ね収支計画書どおりの収支状況となっており、コスト削減にも努めている。

資金管理は確実に行われている。経理内容についても適切な経理区分により明確化さ
れている。

利用者アンケート
・職員対応　　大変良い45.8％　良い53.7％　少し悪い0.5％　悪い0.0％
・案内表示　　大変良い38.1％　良い60.9％　少し悪い1.0％　悪い0.0％
・利用手続　　大変良い29.9％　良い68.2％　少し悪い1.9％　悪い0.0％
・設備利用　　大変良い28.2％　良い67.8％　少し悪い2.7％　悪い1.3％
○全体集計    大変良い36.5％　良い61.6％　少し悪い1.5％　悪い0.4％
・職員対応では大変よいとする回答が45.8％、良いとする回答が53.7％で合わせると
99.5％と大変良好である。引き続きサービス向上に努めていく。
・設備利用では施設の老朽化等により、少し悪いとする回答が2.7％、悪いとする回答が
1.3％となっている。今後も施設管理者と十分に協議し対応を検討していく。

（八町）駐車スペースがないのが不便。
施設の構造上、駐車場が少ない為、公
共交通機関の利用をお願いしておりま
す。

45,522千円


